






　　　32－２　次世代電力システムの産業連関分析

　　　　　　　○鷲津　明由（早稲田大学），中野　諭（労働政策研究・研修機構）

　　　32－３　NTTグループにおける高電圧直流給電システムの導入効果と将来像

　　　　　　　○矢島　寛也，廣瀬　圭一，馬場﨑　忠利，星　秀和，石山　美孝，奥野　隆史（NTTファシリティーズ）

　　　32－４　据置型バックアップ鉛蓄電池用漏液地絡検出器の開発

　　　　　　　○高橋　慶多（NTTファシリティーズ），大森　隆雄（長谷川電機工業），廣瀬　圭一（NTTファシリティーズ）

　　　32－５　最適運用を考慮したネパールカスケード水力発電所の開発

　　　　　　　○Raju Rai，長坂 研（東京農工大学）

　　15：20～17：00　 セッション33 　業務・民生� （座長：大阪府立大学　横山　良平）会場：霧島

　　　33－１　電気機器製造工場の蒸気エネルギー需要分析

　　　　　　　○本山　一郎（関西電力）

　　　33－２　熱源機器の採用比率，機器効率の経年変化が近畿圏業務施設エネルギー需要に及ぼす影響の評価

　　　　　　　○岡本　大河，山口　容平，宮地　優介，光永　悠二，下田　吉之（大阪大学）

　　　33－３　電力自由化による産業部門の自家発電におけるエネルギー消費構造の変化：鉄鋼業におけるケーススタディ

　　　　　　　○中川　悠太，内山　洋司，岡島　敬一（筑波大学）

　　　33－４　高圧一括受電マンションにおける電力ピーク抑制策の実証研究：2014年夏の効果試算

　　　　　　　○向井　登志広，西尾　健一郎，小松　秀徳（電力中央研究所），内田　鉄平（ファミリーネット・ジャパン），石田　恭子（野村不動産）

　　　33－５　予測・運用計画・制御手法に基づく家庭用エネルギーシステムの時間帯別料金を考慮した経済性評価

　　　　　　　○小方　亮平，吉田　彬，藤本　悠，村田　昇，若尾　真治，田辺　新一，天野　嘉春（早稲田大学）

　　15：20～16：40　 セッション34 　国際エネルギー需給（2）� （座長：東京大学　前田　章）会場：立山

　　　34－１　需要曲線の形状変化によるヘンリーハブ価格（「HH」）の考察

　　　　　　　○鈴木　清一（日本エネルギー経済研究所）

　　　34－２　東南アジア地域の電力インフラ開発における送電連系の効果と課題

　　　　　　　○深澤　一能，松尾　雄司，永富　悠，藤崎　亘，久谷　一朗（日本エネルギー経済研究所），関　昇，窪田　洋一郎（東京電力）

　　　34－３　米国からのLNG調達をめぐる諸課題

　　　　　　　○堀池　茂和，橋本　裕，福岡　誠史（日本エネルギー経済研究所）

　　　34－４　Disaggregation of Electricity Demand Using Downscaling Methodology at Global Scale

　　　　　　　○Diego Silva Herran，芦名　秀一，藤野　純一（国立環境研究所）

　　15：20～17：00　 セッション35 　地域エネルギー需給（3）� （座長：東北大学　中田　俊彦）会場：穂高

　　　35－１　地方都市の地産地消による低炭素化効果─水俣市を例にして─

　　　　　　　○田中　昭雄（熊本大学）

　　　35－２　分散型電源・電力融通を含む三地域間の電源計画及び影響分析

　　　　　　　○中島　悠輔，森　俊介，亀谷　和久（東京理科大学）

　　　35－３　再生可能エネルギーミックスの地域別最適化ツールの開発と地域特性別の有用性検証　～環境モデル都市を題材として～

　　　　　　　○堀　啓子，松井　孝典，町村　尚（大阪大学）

　　　35－４　地域レベルのスマートエネルギーネットワークの事業化に関する研究（その1）

　　　　　　　事業における環境・社会・経済の目標設定とステークホルダー間のコスト，コベネフィットの配分手法

　　　　　　　○工月　良太（東京ガス），村上　周三（建築環境・省エネルギー機構），伊香賀　俊治（慶應義塾大学），

　　　　　　　　川除　隆広（日建設計総合研究所），生田　雄一（日本環境技研），小見山　堤子（日本設計），山田　航也（東京ガス）

　　　35－５　地域レベルのスマートエネルギーネットワークの事業化に関する研究（その2）

　　　　　　　コベネフィットを考慮した事業性評価手法とレベニューボンドの活用可能性

　　　　　　　○川除　隆広（日建設計総合研究所），村上　周三（建築環境・省エネルギー機構），伊香賀　俊治（慶應義塾大学），

　　　　　　　　生田　雄一（日本環境技研），小見山　堤子（日本設計），工月　良太，山田　航也（東京ガス）




